ろ べん ゆうきょう ちゅうゆう あざな 

魯の卞 の 游俠の 徒、 仲 由、 字 は子路 という 者が、 

ちかごろ けんじゃ うわさ がくしょう すう ひと こうきゅう はず か 

近頃 賢者の 噂 も 高い 学 匠 • 陬人 孔丘を 辱 しめてく 

え せ なにほど 

れ よう ものと 思い立った。 似而非 賢者 何程の こと や あ 

ほうとう とつ びん すいかん たんこう いでたち 

らんと、 蓬 頭 突鬢. 垂 冠. 短 後の 衣と いう 服装で、 左 

おんど リ おすぶ た いきおいもう 

手に 雄雞、 右手に 牡 豚 を 引 提げ、 勢 猛に、 孔 丘が 家 

でか ゆ ふる かまび す しんぷん 

を 指して 出掛ける。 雞を 揺り 豚 を 奮い、 嗷 しい 脣吻 

の 音 を もって、 儒家の 絃歌 講誦の 声を擾 そうとい うの 

である。 

けたたましい 動物の 叫びと 共に 眼を齔 らして 跳び 込 



えんかん こうり ゆる けつ き よ 

んで 来た 青年と、 圜冠句 履 緩く 玦を 帯びて 几に 凭った 

温顔の 孔子との 間に、 問答が 始まる。 

なんじ 

「汝、 何 を か 好む？」 と 孔子が 聞く。 

ちょうけん こうぜん 

「我、 長剣 を 好む ご と 青年 は 昂然と して 言い放つ。 

孔子 は 思わず 二 コリ とした。 青年の 声 や 態度の 中に、 

ちき こふ 

余りに 稚気 満々 たる 誇 負 を 見た からで ある。 血色の い 

まゆ せいかん 

い • 眉の 太い • 眼の はっきりした . 見る からに 精悍 そ 

うな 青年の 顔に は、 しかし、 どこか、 愛すべき 素直 さ 

がお のず と 現れて いるよう に 思われる。 再び 孔子が 聞 

く。 

「学 はすな わち いかん？」 



来ぬ. 極めて 説得 的な 弁舌 を 孔子 は 有って いた。 言葉 

の 内容ば かりで なく、 その 穏 かな 音声. 抑揚の 中に も、 

それ を 語る 時の 極めて 確信に 充 ちた 態度の 中に も、 ど 

うしても 聴 者 を 説得せ ずに はおかない ものが ある。 青 

はんこう 

年の 態度から は 次第に 反抗の 色が 消えて、 ようやく 

きんちょう 

謹聴 の 様子に 変って 来る。 

ぎゃくしゅう 

「しかし」 と、 それでも 子路 はなお 逆襲す る 気力 を 

た き 

失わない。 南山の 竹 は 揉めず して 自ら 直く、 斬って こ 

さいかく 

れを 用うれば 犀 革の 厚き を も 通す と 聞いて いる。 して 

見れば、 天性 優れたる 者に とって、 何の 学ぶ 必要が あ 

ろうか？ 



孔子に とって、 こんな 幼稚な 譬喩 を 打破る ほどた や 

すい 事 はない。 汝の 一が うその 南山の 竹に 矢の 羽 をつ け 

鏃を 付けて これ を礪 いたならば、 ただに 犀 革 を 通す 

のみで は あるまい に、 と 孔子に 言われた 時、 愛すべき 

きゅう きゅう 

単純な 若者 は 返す 言葉に 窮 した 〔# 「窮 した」 は 底本 

では 「窮 しした」 r 顔 を赧ら め、 しばらく 孔子の 前に 

突立った まま 何 か 考えて いる 様子だった が、 急に 雞と 

ほう た つつ 

豚と を 抛り 出し、 頭 を 低れ て、 「謹 しんで 教を 受けん ご 

と 降参した。 単に 言葉に 窮 したため ではない。 実は、 

す 力た 

室に 入って 孔子の 容 を 見、 その 最初の 一 言 を 聞いた 時、 

けいとん ばちが おのれ 

直ちに 雞 豚の 場違いで ある こと を 感じ、 己と 余りに 



しじゅう にして まどわず さい 

その 時、 四十 而 不惑と いった. その 四十 歳に 孔子 は 

まだ 達して いなかった。 子路 よりわず か 九 歳の 年長に 

ねんれい 

過ぎない の だが、 子路は その 年齢の 差 を ほとんど 無限 

さより 

の 距離に 感じて いた。 

孔子 は 孔子で、 この 弟子の 際立った 馴らし 難 さに 驚 

じゅう き ら 

いている。 単に 勇 を 好む とか 柔を 嫌う とかいうなら 

ば 幾らでも 類 は あるが、 この 弟子 ほど ものの 形 を 軽蔑 

め ずら 

する 男 も 珍しい。 究極 は 精神に 帰す ると 云い じょう、 

礼なる もの はすべ て 形から 入らねば ならぬ のに、 子路 

という 男 は、 その 形から はいって 行く という 筋道 を容 



ある 日子 路が街 を 歩いて 行く と、 かっての 友人の 二 

ほうじゅう こだ 

三に 出会った。 無頼と は 云えぬ まで も 放縦に して 拘 

わる 所の 無い 游俠の 徒で ある。 子 路は立 止って しばら 

く 話した。 その 中に 彼等の 一 人が 子路の 服装 を じろ じ 

みまわ やつ ずいぶん 

ろ 見廻し、 や あ、 これが 儒 服と いう 奴 か？ 随分み す 

ぼらし いなりだな、 と 言った。 長剣が I しく はない か 

い、 とも 言った。 子路が 相手に しないで いると、 今度 

ききずて 

は聞捨 のなら ぬ こと を 言 出した。 どうだい。 あの 孔丘 

という 先生 は なかなかの 喰わせ もの だって 云う じ やな 



いか。 しかつめらしい 顔 をして 心に もない 事 を 誠し や 

あま しる 

かに 説いて いると、 えらく 甘い 汁が 吸える ものと 見え 

こころ やすだ 

るな あ。 別に 悪意が ある 訳で はなく、 心安立てからの 

いつもの 毒舌だった が、 子路は 顔色 を 変えた。 いきな 

むなぐら つか こぶし よこつら 

り その 男の 胸倉 を摑 み、 右手の 拳 をした たか 横面に 

飛ばした。 二つ 三つ 続け様に 喰わして から 手 を 離す と、 

相手 は 意気地な く 倒れた。 呆気に 取られて いる 他の 連 

ちょう せんてき 

中に 向っても 子路は 挑戦 的な 眼 を 向けた が、 子路の 

ご 1 つゆ 1 つ なぐ 

剛勇 を 知る 彼等 は 向って 来ようと もしない。 殴られた 

たす すてぜりふ 

男 を 左右から 扶け 起し、 捨 台詞 一 つ 残さずに こそこそ 

と 立 去った。 



たる 陽 虎と いう 野心家の 手に 移ろうと している。 しゃ 

ベ つてい る 当人 は あるいは 陽 虎の 身内の 者 かも 知れな 

ヽ o 

レ 

—— ところで、 その 陽 虎 様が この間から 孔丘を 用い 

ようと 何度も 迎え を 出された のに、 何と、 孔 丘の 方 か 

ら それ を 避けて いると いう じ やない か。 口で は 大層な 

事 を 言って いても、 実際の 生きた 政治に はまる で 自信 

てあい 

が 無い のだろう よ。 あの 手 合 はね。 

うしろ 

子路は 背後から 人々 を 分けて、 つかつかと 弁者の 前 

に 進み出た。 人々 は 彼が 孔門の 徒で ある こと をす ぐに 

認めた。 今まで 得々 と 弁じ立て ていた 当の 老人 は、 顔 



ひとがき 

色 を 失い、 意味 も 無く 子路の 前に 頭 を 下げて か ら 人垣 

かく まな じリ ぎょうそう 

の 背後に 身 を 隠した。 訾を 決した 子路の 形相が 余 

りに すさまじかった のであろう。 

その後し ばらく、 同じような 事が 処々 で 起った。 肩 

を^ら せ炯々 と 眼 を 光らせた 子路の 姿が 遠くから 見え 

そし つぐ 

出す と、 人々 は 孔子 を 刺る ロを瞟 むように なった。 

子路 はこの 事で 度々 師に 叱られる が、 自分で もどう 

しょう もない。 彼 は 彼な リに 心の中で は 一 1 一 i 分が 無いで 

ふんぬ 

もない。 いわゆる 君子なる ものが 俺と 同じ 強さの 忿怒 

を 感じて なおかつ それ を 抑え 得る の だったら、 そり や 



なり 開きが あるの だが、 子 路は師 の教の 中から、 この 

単純な 倫理 観 を 補強す るよう な ものば かり を 選んで 摂 

n ゥ ゲン レイ ショク スゥキ ヨウ ゥラミ カク ソ 

り 入れる。 巧言令色 足恭、 怨ヲ匿 シテ其 ノ人ヲ 友 

トス ルハ、 丘 之 ヲ恥ヅ とか、 生 ヲ求メ テ以テ 仁ヲ害 

ス ルナ ク身ヲ 殺 シテ以 テ仁ヲ 成 スァリ とか、 狂者 ハ 

進ンデ 取リ狷 者ハ為 サザル 所ァリ とかいう のが、 そ 

れだ。 孔子 も 初めは この 角 を 矯めようと しないで はな 

あきら や 

かった が、 後に は 諦めて 止めて しまった。 とにかく、 

ぴき 

これ はこれ で 一 匹の 見事な 牛に は 違いない の だから。 

策 を 必要と する 弟子 も あれば、 手綱 を 必要と する 弟子 

も ある。 容易な 手綱で は 抑えられそう もない 子 路の性 



普で は 二人の 臣が 互いに 妻 を 交換し 合う。 このような 

世の中であった。 

じょうけい きへいし 

魯の昭 公 は 上 卿 季平子 を 討とうと して かえ つ て 国 

ぢ きゅうし 

を逐 われ、 亡命 七 年に して 他国で 窮死す る。 亡命 中 帰 

国の 話が ととのい かかっても、 昭 公に 従った 臣下 共が 

おのれ 

帰国 後の 己 の 運命 を 案じ 公 を 引 留めて 帰らせない。 

しゅく そん もう そん 

魯の 国は季 孫. 叔孫 ，孟孫 三 氏の 天下から、 更に 季氏 

さい ほしいまま 

の宰. 陽 虎の 恣 な 手に 操られて 行く。 

ところが、 その 策士 陽 虎が 結局 己の 策に 倒れて 

しっさ やく 

失脚して から、 急に この 国の 政界の 風向きが 変った。 

思いがけなく 孔子が 中 都の 宰 として 用いられる ことに 



国の 内閣 書記官 長と も 言うべき 季 氏の 宰 となる。 孔子 

ま つ さき 

の 内政 改革案の 実行者と して 真 先に 活動した こと は 言 

うまで もな い。 

孔子の 政策の 第一 は 中央集権 すなわち 魯 侯の 権力 強 

化で ある。 このために は、 現在 魯 侯よりも 勢力 を 有つ 

季 • 叔 • 孟. 三 桓のカ を 削がねば ならぬ。 三 氏の 私 城 

ひゃくち じょう こ こう 

にして 百 雉 (厚さ 三 丈 、 高さ 一 丈) を 超える ものに 邱- 

ひ せい こぼ 

費 • 成の 三 地が ある。 まず これ 等 を 毀つ ことに 孔子 は 

決め、 その実 行に 直接 当った のが 子路 であった。 

自分の 仕事の 結果が すぐに はっきりと 現れて 来る、 

しかも 今までの 経験に は 無かった ほどの 大きい 規模で 



くつじょくてき こうわ したが 

斉 との 間の 屈辱的 媾和の ために、 定 公が 孔子 を随 

さよ ラこく 

えて 斉の景 公と 夾 谷の 地に 会した ことがある。 その 

時 孔子 は斉の 無礼 を 咎めて、 景公 始め 群 卿 諸 大夫を 頭 

ごな しに 叱咤した。 戦勝国た る はずの 斉の 君臣 一同 こ 

ふる かいさい 

と ごとく 顫え 上った と ある。 子路 をして 心からの 快哉 

を 叫ばし める に 充分な 出来事で はあった が、 この 時以 

来、 強国 斉は、 隣国の 宰相と しての 孔子の 存在に、 あ 

しせ い もと 

るい は 孔子の 施政の 下に 充実して 行く 魯の 国力に、 

おそれ 、-だ 

懼を 抱き 始めた。 苦心の 結果、 誠に いかにも 古代 

支那 式な 苦肉の策が 採られた。 すなわち、 斉 から 魯へ 



一 般 的な 場合の 一 例な ので はない か。 善人が 究極の 勝 

利 を 得た などと いう 例 は、 遠い昔 は 知らず、 今の 世で 

は ほとんど 聞いた こと さえ 無い。 なぜ だ？ なぜ だ？ 

大きな 子供. 子路 にと つて、 こればかり は 幾ら 憤慨し 

て も 憤慨し 足りない の だ。 彼 は 地 団駄を 踏む 思いで、 

天と は 何 だと 考える。 天 は 何 を 見て いるの だ。 そのよ 

うな 運命 を 作り上げる のが 天なら、 自分 は 天に 反抗し 

ないで はいられない。 天 は 人間と 獣との 間に 区別 を 

設けない と 同じく、 善と悪との 間に も 差別 を 立てない 

ひっきょう とリ きめ 

のか。 正と か 邪と か は 畢竟 人間の 間 だけの 仮の 取決 

に過ぎない のか？ 子路が この 問題で 孔子の 所へ 聞き 



れを沽 らん 哉。 これ を沽 らん 哉。 我は曹 f を 待つ もの 

なり ご と 答えた。 

そういう つもりで 孔子 は 天下 周遊の 旅に 出た ので あ 

る。 随 つた 弟子 達 も 大部分 はもち ろん 沽り たいの だが、 

子路は 必ずしも 沽 ろうと は 思わない。 権力の 地位に 

在って 所信 を 断行す る 快 さは 既に 先頃の 経験で 知って 

はいるが、 それに は 孔子 を 上に 戴く といった 風な 特 

別な 条件が 絶対に 必要で ある。 それが 出来ないなら、 

かつ そい き いだ 

むしろ、 「褐 (粗 衣) を 被て 玉 を 懐く」 という 生き方が 

好ましい。 生涯 孔子の 番犬に 終ろうと も、 いささか 

くい きょえいしん 

の悔も 無い。 世俗的な 虚栄心が 無い 訳で はない が、 な 



青年 は 誠に 際立った 才人で ある。 孔子が いつも 口 を 極 

ほ がんかい 

めて 賞め る 顔 回よりも、 むしろ 子 貢の 方 を 子路は 推し 

きょうじん 

たい 気持であった。 孔子から その 強靭な 生活力と、 

また その 政治 性と を 抜き去 つたよう な 顔 回と いう 若者 

を、 子路は 余り 好まない。 それ は 決して 嫉妬で はない。 

しこう しちょう はい がんえん けた はず 

(子 貢 子 張 輩 は、 顔 淵に 対する. 師の 桁外れの 打 込み 方 

に、 どうして もこの 感情 を 禁じ 得ない らしい が。) 子路 

は 年齢が 違い 過ぎても いるし、 それに 元来 そんな 事に 

拘わらぬ 性で もあった から。 ただ、 彼に は 顔 淵の 受動 

じゅうなん の 

的な 柔軟な 才能の 良さが 全然 呑み込めな いので ある。 

第一、 どこか ヴァ イタルな 力の 欠けて いる 所が 気に入 



けいはく 

ら ない。 そこへ 行く と、 多少 軽薄で はあって も 常に 才 

気と 活力と に充 ちている 子 貢の 方が、 子路の 性質に は 

合う のであろう。 この 若者の 頭の 鋭 さに 驚かされ るの 

は子路 ばかりで はない。 頭に 比べて まだ 人間の 出来て 

いない こと は 誰に も 気付かれる 所 だが、 しかし、 それ 

は 年齢と いう もの だ。 余りの 軽薄 さに 腹 を 立てて 一 暍 

を 喰わせる こと も あるが、 大体に おいて、 後世 畏 るべ 

しとい う 感じ を子路 はこの 青年に 対して 抱いて いる。 

ま うま い 

ある 時、 子 貢が 二三の 朋輩に 向って 次の ような 意味 

のこと を 述べた。 —— 夫子 は 巧 弁 を HI むと いわれる が、 

一一 一 ま す け ta カレ 

しかし 夫 子 自身 弁が 巧 過ぎ ると 思う。 これ は 警戒 を 要 



わずか 百 分の 一が、 時に、 夫子の 性格の (その 性格の 

ふへんてき いっち 

中の • 絶対 普遍的な 真理と 必ずしも 一 致しない 極少部 

分の) 弁明に 用いられる 惧れが ある。 警戒 を 要する の 

はこ こだ。 これ は あるいは、 余り 夫子に 親しみ 過ぎ 狎 

よく 

れ 過ぎた ための 慾の 云わせる ことか も 知れぬ。 実際、 

あが 

後世の 者が 夫子 を もって 聖人と 崇めた 所で、 それ は 当 

然 過ぎる 位 当然な こと だ。 夫子 ほど 完全に 近い 人を自 

分 は 見た ことが ないし、 また 将来 もこう いう 人 はそう 

現れる もので はなかろう から。 ただ 自分の 言いたい の 

は、 その 夫子に してな おかつ かかる 微小で は あるが- 

警戒すべき 点 を 残す もの だとい う 事 だ。 顔 回の ような 



形に 表す. 妙な 才能が、 この 生意気な 若僧に は あるら 

しいと、 子路は 感心と 軽蔑と を 同時に 感じる。 

子 貢が 孔子に 奇妙な 質問 をした ことがある。 「死者 

ま 

は 知る こと ぁリ や？ 将た 知る ことなき や？」 死後の 

知覚の 有無、 あるいは 霊魂の 滅 不滅に ついての 疑問で 

ある。 孔子が また 妙な 返辞 をした。 「死者 知る ありと 

さまた 

言わん とすれば、 まさに 孝子 順 孫、 生 を 妨げても つて 

死 を 送らん とする こと を 恐る。 死者 知るな しと 言わん 

す ほうむ 

とすれば、 まさに 不孝の 子 その 親を棄 てて 葬ら ざら 

ん とする こと を 恐る ご およそ 見当違いの 返辞な ので 



なんし いんぼん そう 

夫人 南 子 はっとに 淫奔の 噂が 高い。 まだ 宋の公 女 

だった 頃 異母 兄の 朝と いう 有名な 美男と 通じていた 

が、 衛 侯の 夫人と なつてから もな ぉ宋朝 を衛に 呼び 大 

夫に 任じて これと 醜 関係 を 続けて いる。 すこぶる 才 

むき ようかい 

走った 女で、 政治 向の 事にまで 容喙 する が、 霊 公 はこ 

うな. 19 き 

の 夫人の 言葉なら 頷 かぬ こと はない。 霊 公に 聴かれ 

ようとす る 者 はまず 南 子に 取 入る のが 例で あ つ た。 

孔子が 魯 から 衛に 入つ た 時、 召 を 受けて 霊 公に は謁 

したが、 夫人の 所へ は 別に 挨拶に 出なかった。 南 子が 

かんむり さっそく つか 

冠 を 曲げた。 早速 人 を 遣わして 孔子に 言わし める。 

かくん 

四方の 君子、 寡 君と 兄弟た らんと 欲する 者 は、 必ず 



寡 小 君 (夫人) を 見る。 寡 小 君 見ん こと を 願えり 云々 

ち い うす 

孔子 もやむ をえず 挨拶に 出た。 南 子 は締帷 (薄い 

くずぬ の 

葛布の 垂れぎ ぬ) の 後に 在って 孔子 を 引見す る。 孔子 

ほくめんけ いしゅ こた 

の 北面 稽首の 礼に 対し、 南 子が 再拝して 応える と、 夫 

かんぱい きゅうぜん 

人の 身に 着けた 環 佩が 璆然 として 鳴った と ある。 

孔子が 公宮 から 帰って来 ると、 子路が 露骨に 不愉快 

な 顔 をして いた。 彼 は、 孔子が 南 子 風情の 要求な ど は 

もくさつ 

黙殺す る こと を 望んで いたので ある。 まさか 孔子が 

妖婦に たぶらかされ ると は 思い はしない。 しかし、 絶 

せいじょう 

対 清净 である はずの 夫子が 汚らわしい 淫 女に 頭 を 下 

げたと いう だけで 既に 面白くない。 美 玉 を 愛蔵す る 者 



孔子の 側に 行った。 そうして 訊ねた。 夫子の 歌う は 礼 

かと。 孔子 は 答えない。 絃を 操る 手 も 休めない。 さて 

曲が 終って からよう やく 言った。 

ゆう われ がく おご 

「由よ。 吾汝に 告げん。 君子 楽 を 好む は驕 るな きがた 

おそ 

めな り。 小人 楽 を 好む は懾 るるな きがため なり。 それ 

誰の 子ぞ や。 我 を 知らず して 我に 従う 者 は ご 

子路 は， "一瞬 耳 を 疑った。 この 窮境に 在って なお 驕 

るな きがため に 楽 をな すと や？ しかし、 すぐに その 

いた とたん ほこ 

心に 思い 到る と、 途端に 彼 は 嬉しくな り、 覚えず 戚を 

ま みたび 

執って 舞うた。 孔子が これに 和して 弾 じ、 曲、 三度め 

ぐった。 滂 にある 者 またし ばらく は饥を 忘れ 疲を 忘れ 



けんべん たんぜんむ きょく 

る。 志 を 得る と は 軒 冕の 謂で はない ご と。 澹然無 極 

とで もい うのが この 老人の 理想な のであろう。 子路に 

とんせい てつがく ちょうそ 

とって こうした 遁世 哲学 は 始めて ではない。 長沮- 

けつで き あ せ つよ ようきょう 

桀溺の 二人に も 遇った。 楚の接 与と いう 佯狂の 男に 

も 遇った ことがある。 しかし こうして 彼等の 生活の 中 

に 入り 一夜 を 共に 過した こと は、 まだ 無かった。 穏ゃ 

かな 老人の 言葉と 怡々 たる その 容に 接して いる 中に、 

子路 は、 これ もまた 一 つの 美しき 生き方に は 違いない 

せ， う 

と、 幾分の 羨望 を さえ 感じないで はなかった。 

うなず 

しかし、 彼 も 黙って 相手の 言葉に 頷いてば かりい 

た 訳で はない。 「世と 断つ の はもと より 楽し かろうが、 



質的な 差と 変る 所 は 無い という。 それに、 自己 完成へ 

の 努力 を あれほどまでに 続け 得る こと それ 自体が、 既 

しょうこ 

に 先天的な 非凡 さの 何よりの 証拠で はない かと。 だが、 

何にも 増して 孔子の 天才の 核心た る もの は 何かとい え 

ちゅうよう 

ば、 「それ は」 と 子 貢が 言う。 「あの 優れた 中庸 へ の 本 

能 だ。 いつい かなる 場合に も 夫子の 進退 を 美しい もの 

にす る • 見事な 中庸への 本能 だ ご と。 

何 を 言って るんだ と、 傍で 子路が 苦い 顔 をす る。 口 

先ば かりで 腹の 無い 奴等め！ 今 この 舟が ひっくり返 

まつ さ is 

りで もしたら、 奴等 は どんなに 真 蒼な 顔 をす るだろう。 

何とい つても いったん 有事の 際に、 実際に 夫子の 役に 



立ち 得る の はおれな の だ。 才弁 縦横の 若い 二人 を 前に 

ま ザ .1 

して、 巧言 は 徳を紊 ると いう 言葉 を 考え、 矜ら かに 我 

ひょうしん たの 

が 胸中 一 片の 氷 心 を恃 むので ある。 

子路 にも、 しかし、 師 への 不満が 必ずしも 無い 訳で 

はない。 

陳の霊 公が 臣下の 妻と 通じ その 女の 肌着 を 身に 着け 

ちょう せつ や 

て 朝に 立ち、 それ を 見せびらかした 時、 泄冶 という 臣 

が 謝め て、 殺された。 百年ば かリ 以前の この 事件に つ 

いて 一 人の 弟子が 孔子に 尋ねた ことがある。 泄 冶の 

せいかん ひかん 

正諌 して 殺された の は 古の 名臣比 干の 諫死と 変る 所が 



にいた 子路に はどうしても 頷け ない。 早速、 彼 は 口 

を 出す。 仁 • 不仁 はしば らく 措く。 しかしと にかく 一 

あやう びんらん 

身の 危 きを 忘れて 一 国の 紊乱 を 正そうと した 事の 中 

に は、 智不智 を 超えた 立派な ものが 在る ので はな かろ 

うか。 空しく 命を捐 つな どと 言い切れな いものが。 た 

とえ 結果 はどうあろう とも。 

「由よ。 汝に は、 そういう 小義の 中に ある 見事 さばか 

りが 眼に 付いて、 それ 以上 は 判らぬ と 見える。 古の 士 

は 国に 道 あれば 忠を 尽くして もって これ を輔 け、 国に 

道 無ければ 身 を 退いても つて これ を 避けた。 こうした 

出処進退の 見事 さはい まだ 判らぬ と 見える。 詩 に^う。 



十三 

衛に 出入す る こと 四 度、 陳に 留まる こと 三年、 曹. 

宋 -蔡. 葉. 楚と、 子路は 孔子に 従って 歩いた。 

孔子の 道 を 実行に 移して くれる 諸侯が 出て 来ようと 

は、 今更 望めなかった が、 しかし、 もはや 不思議に 子 

路 はいら だたない。 世の 溷 濁と 諸侯の 無能と 孔子の 不 

ふんまんし ようそう くりかえ 

遇と に対する 憤懣 焦躁 を 幾年 か 繰返した 後、 よう や 

くこの 頃に なって、 漠然とながら、 孔子 及び それに 従 

う 自分 等の 運命の 意味が 判り かけて 来たよう である。 



十四 

孔子が 四 度 目に 衛を 訪れた 時、 若い 衛侯ゃ 正 卿 

こうしゅく ぎよ こ 

孔叔圉 等から 乞われる ままに、 子路を 推して この 国 

も 力 

に 仕えさせた。 孔子が 十 余 年ぶりで 故国に 聘 えられた 

時 も、 子路は 別れて 衛に 留まった ので ある。 

ふんそう 

十 年来、 衛は南 子 夫人の 乱行 を 中心に、 絶えず 紛争 

こうしゅ くじゅ くわ だ 

を 重ねていた。 まず 公叔戍 という 者が 南 子 排斥 を 企 

て かえって その 讒に 遭って 魯に 亡命す る。 続いて 霊 公 

の 子 . 太子 蒯聩も 義母 南 子 を 刺そうと して 失敗し 晋に 



はし しゅつ 

奔る。 太子 欠 位の 中に 霊 公が 卒する。 やむをえず 亡 

ちょう つ しゅっこう 

命 太子の 子の 幼い 輒を 立てて 後を嗣 がせる。 出 公が 

しゅ っぽん 

これで ある。 出奔 した 前 太子 蒯聩は 晋のカ を 借りて 

せんにゅう こしたんたん 

衛の 西部に 潜入し 虎 視眈々 と衛 侯の 位 を 窺う。 これ 

を 拒もうと する 現 衛侯出 公 は 子。 位 を 奪おうと 狙う 者 

は 父。 子路が 仕える ことにな つた 衛の国 はこの ような 

状態であった。 

こ 1 つけ ま 

子路の 仕事 は孔 家の ために 宰 として 蒲の 地 を 治める 

ことで ある。 衛の孔 家 は、 魯 ならば 季孫 氏に 当る 名家 

ほまれ 

で、 当主 孔叔圉 はっとに 名大 夫の 誉が 高い。 蒲 は、 先 

頃 南 子の 讒に 遭って 亡命した 公 叔戍の 旧領 地で、 従つ 



は 完備し 樹木 は 繁茂して いる。 治者 忠信に して 寛なる 

ゆるが 

が 故に、 民 その 営を忽 せに しないから である。 さて 

せいかん ぼくどう 

いよいよ その 庭に 至れば 甚だ 清閑で 従者 僕 僮 一 人と し 

て 命に 違う 者が 無い。 治者の 言、 明察に して 断なる が 

故に、 その 政が 紊れ ないから である。 いまだ 由 を 見ず 

して ことごと くその 政 を 知った 訳で はない かと。 

十五 

あいこう かた たいや かリ きリん え 

魯の 哀公が 西の方 大野に 狩して 麒麟 を 獲た 頃、 子路 

しょうち ゆ 

は 一時 衛 から 魯に帰 つていた。 その 時 小 邾の大 夫- 



ちんこう しい さいかい 

同じ年、 斉 の陳恒 がその 君を弑 した。 孔子 は 斎戒す 

る こと 三日の 後、 哀公の 前に 出て、 義 のために 斉を伐 

たんこと を 請うた。 請う こと 三度。 斉の 強さ を 恐れた 

きそん 

哀公 は 聴こうと しない。 季 孫に 告げて 事 を 計れと 言う _ 

さ こうし 

季康 子が これに 賛成す る 訳が 無い の だ。 孔子 は 君の 前 

を 退いて、 さて 人に 告げて 言った。 「吾、 大 夫の 後に 

従う を も つてな り。 故に あえて 言わ ずん ば あらず ご 

おのれ 

無駄と は 知りつ つも 一 応は 言わねば ならぬ 己 の 地位 

だとい うので ある。 (当時 孔子 は 国老の 待遇 を 受けて 

いた。) 

くも 

子路 はちよ つと 顔 を 曇らせた。 夫子の した 事 は、 た 



うるう ぼうじつ 

周の 昭 王の 四十 年閏 十二月 某日。 夕方 近くに なつ 

て 子路の 家に あわただしく 跳び 込んで 来た 使が あった。 

孔 家の 老. 欒 寧の 所からで ある。 「本日、 前 太子 蒯聩都 

に 潜入。 ただ今 孔 氏の 宅に 入り、 伯 姫 • 渾良 夫と 共に 

こうかい おど 

当主 孔悝を 脅して 己を衛 侯に 戴かし めた。 大勢 は 既に 

ま， う 

動かし難い。 自分 (欒 寧) は 今から 現 衛侯を 奉じて 魯 

あと 

に奔 ると ころ だ。 後 はよ ろしく 頼む ご という 口上で 

ある。 

いよいよ 来たな、 と 子路は 思った。 とにかく、 自分 

の 直接の 主人に 当る 孔悝が 捕えられ 脅された と 聞いて 



おくびょうもの 

太子 は 音に 聞え た 臆病者 だぞ。 下から 火 を 放って 台 

ゆる 

を 焼けば、 恐れて 孔叔 (悝) を 舎す に 決って いる。 火 

を 放け ようで はない か。 火 を！ 

はくぼ すみずみ 力が リび 

既に 薄暮の ことと て 庭の 隅々 に篝 火が 燃されて いる。 

それ を 指さしながら 子路 が、 「火 を！ 火 を！」 と 叫ぶ。 

「先代 孔叔文 子 (圉) の 恩義に 感ずる 者 共 は 火 を 取って 

台 を 焼け。 そうして 孔叔を 救え！」 

さんだつ しゃ せきき つ うえん 

台の 上の 篡奪者 は 大いに 懼れ、 石 乞. 盂魘の 二 剣士 

に 命じて、 子路を 討た しめた。 

子路は 二人 を 相手に 激しく 斬り 結ぶ。 往年の 勇者 子 

ひろ 一 つ 

路も、 しかし、 年に は 勝てぬ。 次第に 疲労が 加わり、 



呼吸が 乱れる。 子路の 旗色の 悪い の を 見た 群集 は、 こ 

きし ばせい 

の 時よう やく 旗幟 を 明らかにした。 罵声が 子路に 向つ 

からだ ほこ 

て 飛び、 無数の 石 や 棒が 子路の 身体に 当った。 敵の 戟 

さき ほお かす えい ひも き 

の 尖端が 頰を 掠めた。 纓 (冠の 紐) が 断れて、 冠が 落 

ちかかる。 左手で それ を 支えよう とした 途端に、 もう 

ほとばし 

一 人の 敵の 剣が 肩先に 喰い 込む。 血が 迸 り、 子路は 

倒れ、 冠が 落ちる。 倒れながら、 子 路は手 を 伸ばして 

冠 を 拾い、 正しく 頭に 着けて 素 速く 纓を 結んだ。 敵の 

やいば まっか さいご しぼ 

刃 の 下で、 真 赤に 血 を 浴びた 子路 が、 最期の 力 を 絞つ 

ぜ つ きょう 

て 絶叫 する。 

「見よ！ 君子 は、 冠 を、 正し ゆうして、 死ぬ もの だ 



ぞ！」 

なます 

全身 膾の ごとくに 切り刻まれて、 子路は 死んだ。 

魯に 在って 遥かに 衛の 政変 を 聞いた 孔子 は 即座に、 

r 柴 (子 羔) や、 それ 帰らん。 由 や 死なん ご と 言った。 

果して その 言の ごとくな つたこと を 知った 時、 老 聖人 

ちょ リ つめい もく さんぜん 

は 佇立 瞑目す る ことしば し、 やがて 潸 然として 涙 下つ 

た。 子路の 屍が 醢 にされ たと 聞く や、 家中の 

しおづけ るい じ ご しょくぜん 

塩漬 類 を ことごとく 捨てさせ、 爾後、 醢は 一 切 食膳 に 

上さな か つ たという ことで ある。 



(昭和 十八 年 二月) 
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